
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
り
、
今
後
の
学
生
支
援

の
根
幹
と
な
っ
て
い
く
も
の

と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め

に
は
従
来
の
「
よ
ろ
ず
相
談

窓
口
」
と
い
う
機
能
か
ら
、

さ
ら
に
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
と

進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
こ
の
こ
と
が
学
生
た

ち
の
「
自
分
探
し
」
の
渇
望

に
、
大
き
く
応
え
て
い
く
こ

と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
言
え
る
。

こ
れ
ら
の
諸
課
題
を
踏
ま
え
、
支
援
室
の
機
能
を
さ
ら
に
全
学
的

に
拡
大
し
、
教
育
支
援
、
学
生
生
活
支
援
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
を
連
携

さ
せ
、
学
生
満
足
度
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
急
務
と
考

え
、
そ
の
た
め
の
対
応
策
に
つ
い
て
い
く
つ
か
上
げ
て
み
た
い
。

一
新
入
生
に
対
し
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
時
の
キ
ャ
ン
パ
ス
施
設
見
学
ツ

ア
ー
の
実
施

二
第
一
セ
メ
ス
タ
ー
に
お
け
る
「
大
人
に
な
る
た
め
」
の
実
践
講

座
開
設

三
学
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
と
提
供

四
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
の
職
員
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
と
研

修
実
施

以
上
、
学
生
の
成
長
や
自
分
探
し
は
教
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
支

援
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
窓
口
と
し
て
の
役
割
を

支
援
室
が
担
っ
て
お
り
、
そ

う
し
た
意
味
で

�大
学
と
学

生
の
こ
こ
ろ
を
つ
な
ぐ
開
か

れ
た
場

�と
し
て
「
学
生
の

生
の
声
」
を
少
し
で
も
反
映

で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も

努
力
し
て
い
き
た
い
。

学生支援の現場から
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クイック講座

支援室内風景

東
海
大
学
の
在
学
生
約
三
万
人
の
う
ち
、
約
二
万
三
千
人
が
湘
南

キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
ん
で
い
る
が
、
こ
の
学
生
た
ち
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ

イ
フ
を
支
援
す
る
た
め
、
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
、
全
国
の
大
学
に
先

駆
け
て
「
学
生
生
活
支
援
室
」
を
開
設
し
、
五
年
が
経
過
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
相
談
及
び
利
用
件
数
は
六
万
四
千
件
以
上
と
な
っ
て
い
る

（
二
〇
〇
七
年
八
月
末
現
在
）。

こ
こ
で
支
援
室
の
主
な
業
務
を
記
し
て
み
る
と
、
①
各
種
相
談
。

②
案
内
。
③
施
設
・
設
備
利
用
。
④
講
座
開
催
（
昼
休
み
三
〇
分
を

利
用
し
学
内
の
教
職
員
に
よ
る
各
種
テ
ー
マ
で
月
二
回
）
。
⑤
法
律

相
談
開
催
（
各
種
ト
ラ
ブ
ル
に
対
し
教
員
《
弁
護
士
》
に
よ
る
相
談

月
二
回
）
。
⑥
情
報
誌
の
発
行
（
学
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
誌
年

六
回
発
行
）。
⑦
相
談
対
応
事
例
集
「
自
分
探
し
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

（
保
護
者
教
職
員
向
け
年
一
回
発
行
）。
⑧
大
学
近
況
報
告
会
（
新
入

生
保
護
者
を
対
象
と
し
、
各
県
の
後
援
会
に
出
向
き
学
園
の
状
況
及

び
学
生
生
活
を
送
る
に
あ
た
っ
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
、
五
月
～
七

月
の

土
、

日
を

中
心
に
今
年
は
二
一

県
二
五

ヶ
所
で
実
施
）
。

⑨
学

生
モ
ニ
タ
ー
制
度
の
確
立
と
Ｗ
ｅ
ｂ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
（
学

生
モ
ニ
タ
ー
一
五
〇
人
を
採
用
し
、
春
・
秋
学
期
の
年
二
回
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
回
答
し
た
者
に
図
書
カ
ー
ド
進
呈
）。

こ
う
し
た
支
援
室
の
五
年
間
の
学
生
と
の
対
応
で
見
え
て
き
た
こ

と
は
、
大
学
生
活
の
中
で
、
何
を
し
た
ら
い
い
の
か
、
よ
く
分
か
ら

な
い
と
い
う
学
生
が
相
当
数
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
カ
テ
ゴ
ラ

イ
ズ
で
き
な
い
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
で
相
談
に
く
る
ほ
と
ん

ど
の
学
生
が
、
自
分
自
身
を

見
い
だ
せ
な
い
ま
ま
に
「
自

分
探
し
」
と
「
自
分
の
居
場

所
探
し
」
を
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
多
く
の
学
生
が
、
た

だ
何
と
な
く
卒
業
し
て
い
く

の
で
は
な
く
、
人
生
に
ヴ
ィ

ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
、
社
会
に

巣
立
っ
て
い
け
る
よ
う
に
、

学生支援の現場から
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◆
東
海
大
学

大
学
と
学
生
の
心
を
つ
な
ぐ
試
み曽

田
成

則
（
東
海
大
学
学
生
生
活
支
援
室

室
長
）

学
生

支
援
の
現

場
か
ら
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大学近況報告会




